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畿内七道とは
日本列島は実はひとつの地層ではなく、

２億５０００万年前から堆積した

陸や海の地層が北や南、西や東から

集まりかさなりあって出来ている。

１３００年前大和政権が律令国家となり、

その日本の成り立ちにそって

各地方を区分したのが畿内七道だった。
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信越本線横川〜軽井沢間の廃線を使い、電気機関車の

体験運転やトロッコ列車を運行する体験型テーマパーク。

車両の展示や公開で碓氷峠の歴史を語る。1200万年前

の碓氷峠は海の底。地殻変動で隆起し、河川の浸食によ

り急な崖が造形され急峻な片勾配の峠となる。古代から東

山道の碓氷峠越えは、東国に入ることの象徴だった。

碓氷峠鉄道文化むら  群馬県安中市松井田町横川407-16

（問合せ）(財)碓氷峠交流記念財団「碓氷峠鉄道文化むら」
TEL:027-380-4163　
（開）9:00-17:00（11/1〜2/末は-16:30）（休）火
（料）大人500円、小人300円、小生未満無　　　　

利根川の水源近く、中尾川と碓氷川の合流点を堰き

止めて造った人工湖・碓氷湖は、新緑や紅葉の時期

に素晴らしい湖畔の散策道がある。碓氷峠は、利根

川と信濃川の分水嶺で関東と信越をつなぐ難所の要

所だった。ドイツ登山鉄道を参考に、スパンが短いレ

ンガに石柱を組み合わせた橋が架けられた。現代、

役目を終えた橋は線路跡を遊歩道に、美景観の文

化財として残る。 碓氷第三橋梁（めがね橋）
碓氷湖
(問合せ)安中市役所（商工観光課）
TEL:027-382-1111

古代、大和政権を支えた北関東の毛野国は、奈良時代に東西分国、西側は上毛野国となり上州となる。西北側は太平洋と日本海の分水界となる2000ｍ
級の山岳や渓谷に恵まれ、東南にはその恵みを受ける関東平野が広がる。気高き山から裾野広く走る風を体感できる景観や文化施設を紹介する。

（右）碓氷湖・静寂の刻　写真提供：安中市　

つながりあう日本三十六景畿内七道の
文化施設をご紹介

旅鶴倶楽部　責任編集「旅鶴プラン３００」
スタイルカフェ・ドット・ネット　
〒541-0053大阪市中央区本町2-5-7　大阪丸紅ビル１F　TEL:06-6264-7140

今回ご紹介する文化施設の催事につきましては、
東日本大震災の影響で一部に変更する可能性もございます。
最新の情報は、右のサイトでご確認を ！

名所江戸百景　箕輪金杉三河しま　　歌川広重　
中山道広重美術館蔵

光とともに
色褪せぬ千年。
絵具を付けず、紙に湿り気を与え空摺りで立体

的に表した丹頂鶴が光の加減で浮き出る見事な

作品。三河しまとは現在の東京・東日暮里1丁

目。中山道広重美術館は木曽街道六十九次全て

の宿場が描かれた初摺、後摺の揃物『木曽海道

六拾九次之内』（田中春雄コレクション）121

点を核に、かつて栄えた宿場町、大井宿でその

色褪せない価値を伝え続けている。

中山道広重美術館

岐阜県恵那市大井町176-1　TEL：0573-20-0522　

（開）9:30−17:00 （休）月（祝日除く）、祝日の翌日、年末年

始　（料）大人500円、小中高生300円（ただし7/22〜8/29は

小中高生無料）

東山道

東山道

東山道

節分会　写真提供：善光寺

節分会がら撒き風景画像　写真提供：日光山輪王寺

東海道五拾三次之内「庄野｣
所蔵・写真提供：中山道広重美術館

日光山輪王寺
栃木県日光市山内2300　
☎0288-54-0531

節分会追儺式
平成24年 2月3日（金）12:00、14:45 （2回）

年の節目に当る立春の前日に一年間の無事
を祈る。大法要後、年厄除追儺の豆撒きを行
い、仕上げに「縁喜がらまき」を行う、厳粛かつ
賑やかさに荘厳な境内は包まれる。

善光寺
長野市大字長野元善町491-イ
☎026-234-3591　

節分会
平成24年 2月3日（金）
13:00～　

福男・福女が青鬼・赤鬼や善光寺木遣りと
ともに行列で本堂へ向かい、追儺式（ついなしき）
の後、回廊から参詣者に福豆をまく。事前に申
し込めば福男・福女として参列可能。

中山道広重美術館
岐阜県恵那市大井町176-1
☎0573-20-0522　
企画展
「保永堂版東海道
五拾三次之内」 平成24年3月8日（木） ～ 4月1日（日）
江戸期の浮世絵版画より、歌川広重の代表
作「東海道五拾三次之内」を全点揃いで展
示するとともに、初お披露目の稀品を公開し、
江戸時代の東海道の旅路を紹介。


